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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 11 月 11 日の中間決算発表時に公表いたしました平成 18
年 3 月期（平成 17 年 4月 1日～平成 18 年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたの
でお知らせいたします。 

 
記 

1.平成 18 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1日 ～ 平成 18 年 3 月 31 日） 
（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （ Ａ ） ８，１００ １４０ １２０ 

今 回 修 正 予 想            （ Ｂ ） ７，６８３ ９５ ５８ 

増  減  額          （ Ｂ － Ａ ） △４１７ △４５ △６２ 

増 減 率            （ ％ ） △５．１％ △３２．１％ △５１．７％ 

（ご参考） 

前期実績（平成 1 7 年 3 月期）
７，１６９ △１３９ △９４２ 

 
2.平成 18 年 3 月期個別業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1日 ～ 平成 18 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （ Ａ ） ６，８００ １２０ １００ 

今 回 修 正 予 想            （ Ｂ ） ６，４８４ ６５ ５１ 

増  減  額          （ Ｂ － Ａ ） △３１６ △５５ △４９ 

増 減 率            （ ％ ） △４．６％ △４５．８％ △４９．０％ 

（ご参考） 

前期実績（平成 1 7 年 3 月期）
６，４８９ △７５ △６４４ 

 



3.修正の理由 

   当期の売上高につきましては、海外向けが採算重視の影響から売上維持の面で厳しい状況が続

いていることに加え、周辺機器であるＯＥＳ（オーダーエントリーシステム）の大型案件の一部

売上が翌期以降にずれ込み前期比微減の 64 億 84 百万円あまりとなり、前回公表より約 3億 16 百

万円の減収となりました。 

利益面では、経常利益は販売単価の下落等により粗利益率が低下、また貸倒引当金繰入れの増

加等により、前回発表比約 55 百万円の減少となっております。当期純利益は経常利益の減少、商

製品の除却・評価損等もあり、約 51 百万円となる見込であります。 

なお、通期の連結業績予想については、個別業績の見直しに伴い修正しております。 

 

（注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後の様々な要因により、上記予想数値とは異なる結果となる可能性があります。        

 

以 上 


